
．
菫
吐

神
戸
市
長
由
区
の
長
田
神
社
堅
固
な
の
で
、
被
災
者
に
開
放
、

（
渾
田
信
廷
宮
司
）
は
、
兵
庫
隈
九
十
数
人
が
避
難
し
て
い
る
。

南
部
地
定
に
よ
り
境
内
の
多
く
の
宮
司
の
二
階
建
て
木
造
の
宿
舎

建
物
が
摂
娘
し
た
が
、
本
殿
・
拝
は
古
い
た
め
倒
壊
し
、
職
只
宿
舎

殿
は
倒
嬢
を
免
れ
た
。
昭
和
三
年
は
新
し
く
鉄
位
が
使
っ
て
あ
っ
た

の
建
築
で
、
柱
が
大
き
く
丈
夫
な
た
め
、
倒
壊
は
免
れ
た
。
が
、
膝

た
め
だ
っ
た
。
々
昭
和
の
文
化
根
の
瓦
は
落
ち
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

財

1
Jい
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
卜
を
か
ぶ
せ
て
雨
温
り
を
防
い
で

神
門
は
浮
き
上
が
り
、
す
き
塀
い
る
。
頑
宜
の
宮
本
芳
郎
氏
は
何

は
倒
れ
、
燈
籍
な
ど
石
造
物
は
全
に
当
た
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い

て
倒
熾
し
た
。
社
務
所
は
、
土
台
が
額
に
傷
を
負
っ
た
。

が
ず
れ
た
。
結
婚
式
場
の
参
集
殿
渾
田
宮
司
は
所
用
で
大
阪
・
池

は
増
築
し
た
部
分
に
隔
間
が
で
き
田
の
実
家
へ
帰
っ
て
い
た
た
め
危

た
り
、
柱
の
鉄
骨
が
む
き
出
し
に
う
＜
助
か
っ
た
。

な
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
鴫
吻
は
飽
重
畿
、
あ
る
鵬
員
は
禦
塵
の

闘
氏
子
の
三
分
の
一

一
被
災

陣
頭
に
立
つ
津
田
宮
司

神
戸
の
三

◇
西
山
禅
林
寺
派

の
三
ヵ
寺
を
見
舞
っ
た
。

そ
れ
ら
の
報
告
に
よ
る
と
同
派

浄
土
宗
匹
山
禅
林
寺
派
（
五
十
寺
院
の
被
宮
状
況
は
次
の
通
り
で

嵐
隆
明
宗
務
総
長
）
で
は
、
十
七
あ
っ
た
。

日
の
兵
庫
県
南
部
地
策
に
よ
っ
て
▽
神
戸
市
兵
邸
区
中
之
島
二
丁

兵
血
限
宗
務
支
所
下
の
神
戸
市
内
目
の
阿
弥
陀
寺
（
澤
木
亮
迎
住
職
）

三
ヵ
寺
に
被
筈
が
あ
り
、
兵
庫
漿
で
は
、
本
堂
は
か
な
り
痛
ん
で
い

宗
務
支
所
（
岡
本
悛
教
支
所
る
が
、
残
存
し
て
お
り
、
祖
家
の

長
）
、
兵
廂
冑
年
会
（
富
永
真
光
人
々
の
避
難
場
所
や
遺
体
安
置
所

会
長
）
や
教
友
会
（
膀
山
浮
明
会
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

長
）
、
全
国
禅
林
寺
庭
婦
人
会
（
田
▽
神
戸
市
兵
庫
区
島
上
町
二
丁

中
澄
子
会
長
）
な
ど
が
被
災
寺
院
目
の
来
迎
寺
（
大
匹
誠
治
住
職
）

や
祖
僧
徒
の
救
援
活
動
に
立
ち
上
で
は
、
庫
裡
が
倒
れ
て
使
用
に
耐

が
っ
て
い
る
。
同
派
寺
院
は
兵
庫
え
ず
、
残
存
し
て
い
る
本
堂
で
日

県
で
も
明
石
以
四
に
集
中
し
て
お
常
生
活
を
し
て
い
る
。

り
、
被
災
地
に
あ
る
の
は
神
戸
の
▽
神
戸
市
長
田
区
片
山
町
三
丁

三
ヵ
寺
だ
け
で
あ
る
。

．

目
の
苦
翌
守
（
戸
上
四
人
住
職
）

同
派
で
は
救
援
対
策
を
話
し
合
は
、
山
手
に
あ
る
た
め
建
物
の
披

う
た
め
二
十

一
日
に
参
事
会
を
開
寧
ぼ
軽
い
が
、
寺
族
は
大
阪
の
親

き、

一
千
万
円
の
児
舞
金
彦
が
内
類
（
住
職
の
娘
さ
ん
の
嫁
ぎ
先
）

寺
院
に
勧
芽
し
て
被
災
寺
院
や
棺
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。

信
徒
督
の
た
め
贈
る
こ
と
を
決
地
元
の
兵
庫
宙
年
会
と
壮
年
屈

め
た
。
ま
た
二
士
二
日
に
は
宗
務

所
の
堀
本
俊
明
王
享
、
岡
本
教
伝

録
享
、
林
田
苦
仁
録
事
の
三
人
が

車
に
救
扱
物
資
を
稜
ん
で
被
災
地

兵
庫
県
南
部
地
震
特
報

の
教
友
会
で
は
、

二
十

一
日
に
打

ち
合
わ
せ
の
会
合
を
開
き
、
両
会

が
二
十
万
円
ず
つ
出
し
合
っ
て
救

扱
物
棗
を
調
達
し
た
。
現
地
に
連

絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
物
賓
よ
り

も
、
現
在
安
昭
所
に
お
か
れ
て
い

る
選
体
を
供
痰
す
る
僧
侶
が
必
要

と
の
神
戸
市
役
所
か
ら
の
要
繭
も

あ
り
、
供
痰
の
準
備
を
整
え
て
現

地
に
赴
い
た
。

二
十
二
日
午
後
六
時
に
は
、
下

村
和
法
褐
林
寺
住
職
、
猪
沢
良
秀

恩
徳
寺
住
職
、
西
田
秀
雄
、
捌
原

功
二
各
氏
が
タ
オ
ル
や
医
薬
品
等

の
物
資
を
持
参
し
て
現
地
へ
赴
い

こ。t
 

続
い
て
二
士
二
日
午
前
五
時
に

は
宮
永
真
光
円
福
寺
住
職
、
西
川

賀
久
西
岸
寺
住
職
、
岡
本
教
糠
、

想
呂
宏
両
氏
。

二
十
四
日
午
前

五
時
に
は
橋
本
義
然
来
迎
寺
住

職
、
酒
見
真
尚
龍
泉
寺
住
職
、
岡

翡
青
年
会
・
教
友
会
員
ら
て

ヵ
寺
に
被
害

委
覧
。
二
十
五
日
午
前
四
時
汁
の
炊
き
出
し
に
携
わ
り
、
器
問

三
十
分
に
は
宮
永
円
福
寺
住
識
、
は
学
校
、
ハ
ね
茫
↑
分
散
し
て
い
る

西
田
秀
雄
、
下
村
明
生
、
榊
原
功
各
遺
体
安
置
所
を
回
り、

読
経
し

二
釜
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
早
朝
に
出
発
て
供
競
を
行
な
っ
て
い
る
。

し
、
夜
遅
く
帰
っ
て
次
の
班
に
バ
現
在
、
救
援
物
資
の
購
入
は
教

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
ま
た
寺
庭
婦
友
会
、
百
年
会
の
会
費
で
賄
っ
て

人
も
炊
き
出
し
の
た
め
交
代
で
現
い
る
。
救
援
物
変
は
下
若
、
肉
、

地
に
赴
い
て
い
る
。
野
菜
、
味
唸
、
臨
油
、
お
椀
等。

各
班
は
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
東
滋
購
入
費
が
不
足
し
て
き
た
た
め
、

区
の
避
難
所
で
あ
る
神
戸
商
菜
高
兵
廊
県
宗
務
支
所
の
援
助
も
受

校
に
交
代
で
常
琺
し
、
朝
夕
は
豚
け
、
今
後
の
長
期
化
に
備
え
て
、

,
 
．．．．
 
弓
．．
 
ヽヽ
・・・・
―――
.• 

‘‘ •. 
nm
 .
. 
)
・・・＿＿
一．．．
 
ヽ
v
..
 
＿-U
 ..
 ‘
v
 .. ―――
 

..• 
i
・・ミ―
．．
 
Vヽ
．．
 
き―
.‘‘▼
・ミ＿
u
．ヽヽ
・・・全
・・‘‘•.. 
-m
 ..
 
‘,` .• 
n三・・ヽ≪
..
 
-
2
-．．
 
ヽヽ
・・・・ーー．．．
 
ヽヽ
・・・。ミ・・
t
・・・＿弓
・≫̀•. 
―――-u.) ．．．
 
―――
 

苦
会
総
本
部
宛
）
の
拠
出
を
求
め

救

援

隊

が

続

々

現

地

へ

い

闘

。

＇

扱

物

資

の

提

供

災
害
救
扱
本
部
は
十
八
日
午

前
、
「
兵
庫
瞑
南
部
地
磁
災
害
救

扱
隊
」
を
組
織
し
て
、
天
恩
郷
万

翌
臣
復
18祈
願
祭
も
執
行

喜
扱
基
金
（
〈
郵
送
〉

＿F
6
2
祥
殿
で
結
団
式
を
行
な
い
、
同
日

1
京
都
府
印
岡
市
天
恩
郷
人
類
午
後
、
第

一
次
救
援
隊
十
二
人
を

愛
善
会
総
本
部
宛
、
〈
郵
便
賑
被
災
地
へ
派
遠
し
た
。

替
〉0
1
0
0
0

_

7
~
2
2

同
隊
は
本
阪
と
神
戸
北
の
両
ル

9

人
類
愛
逃
会
総
本
部
宛
、
〈
銀
ー
ト
で
現
地
入
り
し
、
神
戸
市
役

行
振
込
〉
京
都
銀
行
屯
岡
支
店

・

所
へ
飲
料
水
ニ
ト
ン
を
届
け
た
ほ
か

餡
通
1
2
9
1
2
5

•

兵
庫
漿
南
長
田
区
お
よ
び
中
央
区
内
に
水
、

部
地
筵
災
宙
救
扱
金
人
類
愛
食
料
品
、
日
用
品
な
ど
を
搬
入
し

教
会
役
貝
ら
と
と
も
に
覇
査
に
当

た
っ
た
。

大
本
本
部
（
植
村
彰
本
部
長
）
ま
た
同
本
部
及
ぴ
人
類
愛
密
会

で
は
十
七
日
の
地
筵
発
生
後
直
ち
（
広
瀬
蹄
水
会
長
）
は
「
兵
庫
漿

に
、
大
本
神
戸
本
苑
（
神
戸
市
兵
南
部
地
笈
災
笞
救
援
本
部
」
（
本

血
区
含
弔
＇
山
町
一
ノ
ニ
ノ

ニ
七
）
部
長
11植
村
彰
大
本
本
部
良
）
を

担
当
の
特
派
宣
伝
使
（
本
部
職
貝
）
大
本
本
部
内
に
設
誼
し
た
。

・
中
里
友
彦
氏
を
、
被
笞
状
況
確
十
七
日
午
後
に
は
、
「
兵
暉
眼

認
の
た
め
大
阪
・
神
戸
の
教
会
へ
南
部
地
筵
災
害
復
旧
祈
願
祭
」
を

派
追
。
中
里
氏
は
現
地
の
教
会
長
、
租
囲
大
恩
郷
、
綾
部
梅
松
苑
、
東

京
束
光
苑
の
各
大
本
本
部
で
執
行

し
た
（
二
十
四
日
ま
で
）
。

総
i

救
扱
本
部
で
は
大
本
及
ぴ

人
類
愛
善
会
の
全
国
各
機
関
に
愛

物
の
節
分
は
中
止
と
な
っ
た
。
摺
示
で
神
事
を
執
り
存
な
う
。
津
田
宮
司
自
身
、
五
代
の
宮
司
た
。

池
田
宮
司
は
「
神
社
は
崇
敬
者
そ
の
他
は
様
子
を
見
て
、
必
要
が
住
ん
で
い
た
職
合
が
倒
れ
、
危
兵
庫
墾
南
部
地
霰
の
報
を
聞
い

の
も
の
。
地
元
が
甚
大
な
被
害
を
な
事
項
は
そ
の
都
度
指
示
。
今
も
う
＜
七
十
八
歳
の
命
を
取
り
留
め
て
、
全
国
に
散
ら
ぱ
っ
て
い
る
同

受
け
て
い
る
だ
け
に
、
復
郎
に
は
た
く
さ
ん
の
人
々
が
お
参
り
し
て
た
。

「命
を
助
け
て
下
さ
っ
た
と
社
の
旧
職
員
が
心
配
し
て
駆
け
つ

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
御
本
殿
の
無
享
を
喜
ん
で
い
る
。
感
謝
し
て
い
る
が
、
も
う
少
し
頑
け
た
。
伊
勢
神
宮
の
酒
井
逸
雄
少

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
し
っ
か
り
し
②
災
害
物
件
の
処
理
は
応
急
処
張
れ
と
の
こ
と
だ
と
受
け
と
め
て
宮
司
も
、
そ
の
一
人
だ
が
、
津
田

実
家
か
ら
八
キ
。
の
迎
を
、
ペ
ッ
ト
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
。
境
内
は
被
狸
に
と
ど
め
る
。
当
面
、
緊
急
を
い
る
」
。
今
回
、
石
造
物
は
全
て
宮
司
の
も
と
へ
見
舞
い
の
四
話
が

ポ
ト
ル
の
水
二
十
本
を
、
山
道
を
災
者
に
開
放
し
て
避
難
民
を
受
け
要
し
、
か
つ
復
旧
の
可
能
な
個
所
．
倒
壊
し
た
の
で
、
今
後
、
復
興
に
あ
っ
た
。
宮
司
が
無
享
で
あ
る
こ

通
っ
て
神
社
ま
で
。
長
田
神
社
の
入
れ
て
い
る
」
と
、
元
気
に
語
っ
か
ら
手
当
て
を
し
て
い
く
。
は
石
材
を
使
わ
ず
安
全
第
一
に
処
と
を
確
認
し
て
安
心
し
て
い
た
と

周
辺
は
特
に
被
雹
が
大
き
く
大
規
て
い
る
。
長
田
神
社
で
は
地
猿
後
、
③
享
故
の
皆
無
を
期
す
る
。
職
理
し
た
い
と
い
う
。
い
う
。

模
な
火
災
に
よ
り
多
く
の
家
屋
が
渾
田
宮
司
の
指
揮
の
も
と
、
緊
急
貝
は
地
震
後
、
即
刻
、
冷
静
に
対
渾
田
宮
司
は
小
学
二
年
生
の
名
古
膝
・
大
県
神
社
の
牧
野
武

農
し
た
。
同
神
社
の
主
要
な
建
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
処
し
た
。
当
直
者
は
一
睡
も
せ
ず
、
時
、
関
東
大
笈
災
を
経
験
、
昭
和
彦
氏
は
尼
崎
か
ら
単
車
で
救
扱
物

物
は
、
作
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
①
当
直
者
は
臨
機
の
服
装
で
神
連
絡
や
避
難
、
境
内
の
点
検
な
ど
二
年
の
丹
後
地
鍍
は
大
阪
の
池
田
資
を
運
ん
で
き
た
。
住
吉
神
社
の

て
助
か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
業
泰
仕
を
す
る
こ
と
。
毎
日
の
日
に
当
た
っ
た
。
建
築
業
者
に
、
社
で
経
験
し
た
。
昭
和
十
八
年
九
月
罹
宮
司
・
片
岡
友
次
氏
、
白
山
比

だ
っ
た
。
し
か
し
、
氏
子
の
三
分
陳
は
朝
だ
け
に
、
服
装
は
作
業
服
殿
の
建
物
の
摂
壊
が
ど
の
程
度
な
十
日
の
鳥
取
地
嚢
で
は
震
源
地
に
眸
神
社
の
藤
原
正
克
氏
は
西
宮
か

の
二
が
被
災
し
て
お
り
、
今
後
の
の
上
に
白
い
服
を
着
る
。
月
次
祭
の
か
見
て
も
ら
っ
た
。
職
員
の
宿
い
た
。
先
輩
を
送
り
届
け
、
宿
舎
ら
二
十
社
の
道
を
自
転
車
で
駆
け

復
旧
は
難
航
す
る
も
の
と
み
ら
れ
で
は
、
趣
旨
を
神
前
で
心
に
願
う
舎
に
は
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
、
ピ
に
引
き
上
げ
‘
梨
を
貿
っ
て
い
る
つ
け
た
。
大
分
県
護
国
神
社
の
板

て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
同
神
社
名
よ
う
に
。
そ
の
他
は
祭
儀
部
長
の
ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
た
。
と
こ
ろ
で
地
震
が
起
き
た
。
兵
庫
井
清
朋
氏
は
自
動
車
で
救
援
物
貰
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d.

累
の
豊
岡
ま
で
歩
い
た
。
斬
婚
早
を
運
ん
で
き
た
。
そ
の
他
、
東
京

境
内
を
被
災
者
九
十
余
人
に
胃
放

託
店
応
仕

"?H"＂W
g
'
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◇ 

ブ大

本

◇ 

本
山
の
扱
助
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、

全
問
禅
林
寺
庭
婦
人
会

で
は
各
寺
院
に
義
扱
金
箱
を
設

け
、
雰
金
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

同
派
と
し
て
は
、
二
十

一
日
に

参
享
会
を
開
き
、
被
災
地
兒
舞
金

一
千
万
円
を
送
る
こ
と
と
し
、
全

国
の
寺
院
に
一
ロ
ニ
万
円
で

一
口

以
上
の
喜
拾
を
依
顆
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
不
足
分
は
宗
派
の
災
害

救
援
幽
金
か
ら
拠
出
す
る
予
定
。

神
戸
市
側
の
要
請
て

遺
体
の
供
養
に
出
仕

神
戸
本
門
寺
で

住
職
の
甥
死
亡

本
門
法
華
宗

本
門
法
郡
宗
の
本
門
寺
（
神
戸

市
須
磨
区
磯
馴
町
五
ノ

―
-＝-
、
松

本
興
資
住
職
）
で
は
詰
堂
が
全
娘

し
、
下
敷
き
と
な
っ
て
同
住
職
の

甥
が
亡
く
な
っ
た
。
最
勝
寺
（
神

戸
市
長
田
区
高
東
町
ニ
ノ

一
ノ

こ。t
 

十
九
日
午
前
に
は
第
二
次
救
援

隊
十
二
人
が
出
発
。
現
地
で
第
一

次
救
扱
隊
と
合
流
し
、
水
六
百
比
、

毛
布
百
枚
、
お
に
ぎ
り
千
個
の
救

扱
物
資
を
被
苔
の
大
き
い
東
漑
区

の
区
堡
所
、
な
ら
ぴ
に
日
用
品
等

を
避
難
所
の
須
磨
区
・
束
須
師
小

学
校
、
西
宮
市
・
匹
宮
市
立
体
育

館
に
搬
入
し
た
。

ま
た
こ
の
日
か
ら
地
方
機
関
の

救
援
活
動
も
本
格
化
し
、
大
本
岡

山
本
苑
で
は
毛
布
や
日
用
品
を
神

戸
市
垂
水
区
、
大
本
京
都
本
苑
で

は
食
料
を
匹
宮
市
立
体
育
館
に
搬

入
。
翌
二
十
日
に
は
大
阪
本
苑
が

食
料
、
大
本
は
り
ま
本
苑
が
日
用

品
、
大
本
口
丹
波
主
会
が
お
に
ぎ

竺

一千
六
百
個
を
そ
れ
ぞ
れ
被
災

地
へ
届
け
た
。

災
寄
救
扱
本
部
は
二
十
一
日
午

前
、
第
三
次
救
扱
隊
二
十
八
人
を

派
造
し
て
、
東
滋
区
役
所
に
水
千

四
百
四
十
認
、
毛
布
百
枚
、
お
に

ぎ
り
二
千
六
百
個
を
届
け
る
と
と

も
に
、
同
救
扱
隊
を
五
班
に
分
け
、

宝
塚

・
芦
屈
の
両
市
、
酉
宮
市
、

束
滋
・
灘
の
両
区
、
中
央
区
、
長

田
・
須
磨
の
両
区
に
そ
れ
ぞ
れ
日

用
品
を
搬
入
し
た
。

植
村
彰
本
部
長
は
二
十
＿
＿百
、

第
四
次
（
二
士
二
日
午
前
出
発
、

十
人
）
お
よ
ぴ
第
五
次
救
扱
隊
（
ニ

十
四
日
末
明
出
発
、
十
九
人
）
の

隊
長
と
し
て
神
戸
市
内
の
被
災
地

に
入
っ
た
。

第
四
及
び
五
次
救
援
隊
は
、
次

の
物
資
を
兵
郎

・
東
灘
の
両
区
役

所
、
お
よ
ぴ
避
難
所
の
兵
血
区

・

水
木
小
学
校
に
運
ん
だ
。

洋
式
簡
易
ト
イ
レ
―
―-
＋
台
（
合

わ
せ
て
消
臭
剤
、
ウ
エ
ッ
ト
・
テ

ィ
ッ
ジ
ュ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ペ
ー

バ
ー
）
、
男
性
用
防
寒
若
百
五
十

三
若
、
同
下
若
百
六
士
―
ー若
、
同

靴
下
二
百
足
、
女
性
用
防
寒
若
五

百
四
十
八
若
、
同
下
若
五
十
二
若
、

子
供
用
防
寒
苦
百
五
十
九
若
、
マ

フ
ラ
ー
五
十
七
本
、
毛
布
百
枚
、

プ
ル
ー
シ
ー
ト
六
十
枚
、
水
（
ニ

十
認
入
り
ボ
リ
タ
ン
ク
）
六
士
一

本。

八
、
福
録
日
源
住
職
）
で
は
整
石
川
上
町
ニ
ノ
ニ
ノ
一
五
、
真
鍋
円

の
倒
限
が
ひ
ど
く
、
堂
宇
の
古
い
降
住
職
）
お
よ
び
淡
路
島
（
三
原

瓦
が
落
ち
た
。
ま
た
境
内
に
地
割
郡
西
淡
町
）
の
金
岳
寺
（
井
上
義

れ

を

生

じ

た

。

昭

住

職

）

、

法

王

寺

（

安

田

正

範

本
門
立
正
会
（
神
戸
市
須
磨
区
住
職
）
で
は
被
害
は
軽
い
も
よ
う
。



◇

金

光

教

◇

泉
尾
教
会

i
`
 

連
日
の
救
援
活
動

岡
山
漿
浅
口
郡
金
光
町
の
金
光

教
本
部
（
油
田
疫
雄
教
監
）
で
は
、

兵
庫
瞑
南
部
地
縦
（
阪
神
大
震
災
）

発
生
翌
日
の
十
八
日
に
両
諦
大

緩
き
金
光
教
災
答
対
策
本
部
（
本

部
長
・
津
田
教
監
）
を
設
置
す
る

と
同
時
に
、
被
災
地
に
森
定
斎
専

掌
を
団
長
と
す
る
本
部
職
只
十
四

人
を
派
遠
。
被
災
地
神
戸
を
挟
ん

で
西
側
の
城
南
教
会
（
姫
路
）
に

九
人
、
東
側
の
尼
崎
教
会
（
兵
血

限
）
に
三
人
、
淡
路
島
に
は
二
人
同
教
団
の
教
会
は
、
神
戸
市
内

を
派
進
し
、
現
地
の
西
近
畿
教
区
に
三
土
ハ
、
淡
路
島
に
七
、
西
宮

関
係
者
な
ど
と
協
力
し
て
、
二
十
市
に
六
、
尼
崎
市
に
七
、
伊
丹
市

一
日
ま
で
に
全
て
の
教
会
を
歩
い
に
二
、
宝
塚
市
に
―
―
-‘
芦
脳
市
に

て
被
災
状
況
を
濶
査
す
る
と
と
も
二
、
川
西
市
に
二
教
会
な
ど
。
神

に
、
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
戸
市
漬
区
に
は
匹
近
畿
教
務
所
も

九
市
四
町
の
各
災
害
対
策
本
部
に
圏
か
れ
て
い
る
。
阪
神
閻
、

と
く

9
ー
、
，
ー
、
，
I
I
I
I
‘
,,
I
I
I
‘
,
I
I
I
I
I9
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被
災
教
会
名
は
公
表
せ
ず

.i
、’,．t
.
I
E
-

l

川
洋
＿
教
務
二
部
長
、
＋
亀
光
照
井
を
机
な
ど
が
支
え
、
わ
ず
か
な

開
拓
布
教
課
長
が
姫
路

・
城
南
教
隙
問
が
で
き
て
、
何
と
か
脱
出
す

会
入
り
し
西
近
畿
教
務
所
長
、
教
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
現
在

区
委
員
、
教
会
連
合
会
長
ら
と
今

は
九
州
等
か
ら
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

後
の
取
り
組
み
、
対
応
に
つ
い
て
来
た
f

坦
年
教
師
ら
と
と
も
に
後
片

は
見
舞
金
を
贈
っ
て
い
る
。
災
し
た
教
会
の
被
災
程
度
を
全
憩
談
。
匹
近
畿
教
区
と
し
て
は
づ
け
を
し
て
い
る
。

教
団
本
部
の
発
表
で
は
二
十
四
域
、
半
娘
、

一
部
倒
娘
、

一
部
狽
「
復
典
委
貝
会
」
（
委
員
長

・
瀬
常
盤
木
教
会
（
神
戸
市
渭
区
）

日
現
在
の
被
災
教
会
数
は
五
十
四
侮
な
ど
一
方
的
に
判
断
で
き
な
い
崎
血
敏
姫
路
束
教
会
長
）
を
設
個
は
木
造
の
建
物
が
無
事
に
残
っ
て

教
会
。
全
隈
か
ら
一
部
損
傷
ま
で
と
の
こ
と
で
、
今
後
、
早
急
に
建
し
た
。
い
る
が
、
ゆ
が
み
が
激
し
く
神
前

被
災
状
況
は
様
々
で
あ
る
が
、
教
築
や
保
険
関
係
の
専
門
家
を
現
地
ま
た
、
教
監
通
牒
を
発
し
て
全
等
を
す
で
に
移
し
て
い
る
。
同
教

団
本
部
と
し
て
、
被
災
教
会
へ
の
に
派
造
し
、
詳
し
い
潤
査
を
実
施
国
の
教
会
に
財
的
支
扱
、
人
的
支
会
は
ち
ょ
う
ど
被
災
地
域
の
中
間

配
慮
の
た
め
被
災
し
た
教
会
名
を
し
た
上
で
、
被
災
程
度
を
判
断
す
扱
、
物
的
支
援
を
呼
ぴ
掛
け
て
い
地
点
に
当
た
る
た
め
救
援
物
資
が

公

表

し

て

い

な

い

。

理

由

は

、

被

る

と

い

う

。

る

。

持

ち

込

ま

れ

、

こ

こ

を

拠

点

に

各
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"
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所
の
被
災
者
に
連
ば
れ
て
い
る
。

酉
近
畿
教
務
所
は
被
害
の
大
き

六
甲
教
会
完
全
に
崩
壊
い
＇
い
い
汀
鱈

．

の
た
め
大
き
な
被
害
は
免
れ
た
も

に
神
戸
市
内
の
教
会
は
そ
れ
ぞ
れ
域
に
近
い
。
山
森
正
生
教
会
長
は
よ
う
。
た
だ
し
中
の
機
器
に
被
害

が
何
ら
か
の
被
宮
を
受
け
た
よ
う
離
れ
で
起
居
し
な
が
ら
後
片
づ
け
が
出
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

で
、
中
で
も
被
宮
が
大
き
か
っ
た
等
に
追
わ
れ
て
い
る
。
岡
山
の
町
職
貝
も
各
教
会
へ
の
対
策
に
追
わ

の
が
今
の
と
こ
ろ
は
御
彩
教
会
年
会
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
れ
教
務
所
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の

（神
戸
市
東
濶
区
）
、
北
御
彩
教
応
援
が
駆
け
つ
け
、
作
菜
を
進
め
が
現
状
の
よ
う
だ
。

会

（

神

戸

市

東

灘

区

）

、

六

甲

教

て

い

る

。

西

宮

市

内

の

教

会

に

は

大

き

な

会
（
神
戸
市
漬
区
）
、
兵
庫
教
会
六
甲
教
会
は
全
て
の
建
物
が
完
被
宙
は
無
か
っ
た
よ
う
だ
。
西
宮

（
神
戸
市
兵
血
区
）
、
尻
池
教
会
全
に
崩
れ
た
。
地
簾
が
起
き
た
時
、
教
会
（
西
宮
市
与
古
道
町
）
は
鉄

（
神
戸
市
長
田
区
）
と
み
ら
れ
る
。
沢
田
重
偕
教
会
長
は
広
前
の
結
界
筋
造
り
の
た
め
建
物
に
被
害
は
な

御
影
教
会
は
広
前
が
大
き
く
傾
で
々
御
祈
念
中
ク
で
、
一
瞬
の
う
＜
、
庭
の
灯
暉
が
倒
れ
た
程
度
だ

き
倒
娘
寸
前
で
、
他
の
迎
物
も
全
ち
に
建
物
が
倒
娘
し
て
下
敷
き
に
っ
た
。

会の金
長達光 ~｀
も物整 転l§

;茎笛 ：吟'J..•

罰芦
いつ区
助たツ
か沢は
つ田全
た教て

兵
庫
県
南
部
地
震
特
報
⑤
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た
だ
し
、
周
辺
地
域
は
被
害
の
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
民
家

大
き
か
っ
た
所
だ
け
に
隣
の
民
家
の
一
階
に
い
た
高
校
生
は
下
敷
き

も
饂
し
て
同
教
会
の
建
物
に
も
と
な
っ
た
が
、
幸
い
そ
の
建
物
の
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‘ぎ災麿畏所 めで
りは勁也でても
‘ 救 を へ はい様
力扱行出地る々
ツ物な向鑑°な

咽
翌
英
字
新
聞
に
も
告
知
出
す

五
十
四
の
教
会
が
被
災

プ
ラ
ー
メ
ン
等
を
運
ぴ
、
現
在
も

地
元
の
支
援
対
策
室
等
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
不
足
し
て
い
る
も

の
を
そ
の
都
度
ワ
ゴ
ン
車
や
ト
ラ

ッ
ク
で
搬
送
し
て
い
る
。

今
回
の
救
扱
活
動
の
担
当
地
域

は
西
近
畿
教
務
所
が
神
戸
市
・
宝

塚
市

・
伊
丹
市
、
中
近
畿
教
務
所

が
芦
屋
市
・
西
宮
市

・
尼
崎
市
を

担
当
、
東
近
畿
教
務
所
が
中
近
畿

教
務
所
を
手
伝
う
形
を
取
っ
て
い

る。各
教
会
で
も
様
々
な
形
で
救
扱

活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

難
波
教
会
（
近
藤
世
喜
子
教
会

長
、
大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
）
は

震
災
直
後
か
ら
炊
き
出
し
を
し
て

お
に
ぎ
り
を
被
災
者
に
届
け
て
い

る
。
二
士
ハ
日
に
は
、
西
宮
の
公

園
で
五
百
人
分
の
温
か
い
豚
汁
と

お
に
ぎ
り
を
接
待
し
た
。

泉
尾
教
会
（
三
宅
歳
雄
教
会
長
、

大
阪
市
大
正
区
）
で
は
、
連
日
の

救
扱
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

同
教
会
で
は
信
者
や
近
隣
住
民

か
ら
救
扱
物
資
を
収
集
。

二
十
日

か
ら
は
、
公
安
当
局
の
特
別
通
行

許
可
も
取
り
、
ト
ラ
ッ
ク
部
隊
を

編
成
。
否
年
個
徒
を
中
心
に
、
辿

日
、
二
十
四
時
間
態
勢
で
、
ピ
ス

ト
ソ
輸
送
を
始
め
た
。

二
十
二
日
か
ら
は
、
豚
汁
や
う

ど
ん
な
ど
の
混
か
い
食
物
を
配
給

す
る
た
め
に
プ
ロ
バ
ン
厨
房
設
備

車
も
合
流
。
既
に
八
千
食
分
を
供

給
。
被
災
者
の
方
か
ら
喜
ば
れ
、

連
日
、

N
H
Kの
ほ
か
、
民
放
各

局
か
ら
取
材
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
二
十
二
日
は
三
宅
歳
雄

教
会
長
の
布
教
六
十
八
周
年
の
記

念
大
祭
が
予
定
通
り
行
な
わ
れ
た

が
、
今
回
裳
災
に
あ
っ
た
淡
路
島

や
兵
郎
県
南
部
は
泉
尾
教
会
の
信

者
の
多
い
地
域
。
そ
の
中
を
船
や

電
車
を
乗
り
継
い
で
十
時
問
以
上

か
け
て
参
拝
し
た
侶
者
も
あ
り
、

祭
典
で
は
追
悼
の
祈
り
が
行
な
わ

れ
、
ま
た
緊
急
の
救
扱
決
議
集
会

が
行
な
わ
れ
た
。

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今

回
の
澁
災
で
は
政
府
の
対
応
の
遅

れ
が
そ
れ
だ
け
災
禍
を
大
き
く

し
、
ま
た
全
国
か
ら
大
母
に
寄
せ

ら
れ
た
支
援
物
資
の
配
布
が
、
不

1

ぷ
J

t
 

.
4
・

冨

t合
『

窓
と
教
会
の
窓
が
う
ま
く
合
わ
さ

り
、
そ
の
中
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

て
助
か
っ
た
と
い
う
。

，
 

"-
，
 

西宮市甲子園の春風公民館では豚汁の

炊き出しを行ない、長蛇の列ができた

'
讐

充
分
な
中
で
、
被
災
者
に
直
接
救

扱
物
資
を
配
布
す
る
泉
尾
教
会
の

救
扱
部
隊
の
活
勁
は
注
目
さ
れ
て

い
る
。さ

ら
に
は
、
公
の
救
扱
活
動
で

は
と
か
く
後
回
し
に
さ
れ
が
ち

な
、
阪
神
地
域
在
住
の
被
災
外
国

人
に
対
し
て
も
、
英
字
新
聞
等
に

告
知
を
出
し
て
日
本
人
被
災
者
同

様
、
教
会
内
の
宿
泊
施
設
の
提
供

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
外
国
人

は
頼
る
知
人
も
少
な
く
、
ま
た
同

教
会
で
は
国
際
的
な
活
動
を
行
な

っ
て
き
た
た
め
と
い
う
。

な
お
、
教
団
本
部
で
は
現
地
の

裂
扱
金
を
次
の
口
座
で
受
け
付
け

て
い
る
。

特
別
会

nt
「
災
害
救
済
金
」
郵

置
替
口
座
0
1
2
5
0
-
3|

1
7
3
9
1
 

広
島
銀
行
金
光
支
店
（
曽
）

6
0

0
1
3
0
 

ま
た
、
泉
尾
教
会
で
募
集
し
て

い
る
醤
災
へ
の
義
扱
金
の
送
金

口
座
悉
号
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る。
ロ

座

「
K
CI
兵
庫
墜
南
部

地
筵
救
扱
基
金
」

住
友
銀
行
本
止
区
支
店
（
督
）

4
3
4
7
7
0
 

三
和
銀
行
大
正
橋
支
店
（
普
）

3
7
1
4
8
0
2
 

大
阪
銀
行
大
正
通
支
店
（
醤）

3
3
4
4
1
4
 

連日、泉尾教会からトラック部隊が救援物資を運んだ



と
に
な
り
、
同
日
午
前
九
時
過
ぎ
、

大
西
正
人
兵
庫
総
漿
長

9

会
兵
庫
県
災
害
対
策
本
部
長
）
が

神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
市
役
所
を

一
れ
、
笛
山
幸
俊
市
長
に
目
録
を

．
鱒
じ
た
。
ま

r’
火
遠
の
西
宮

内
に
名
二
千
万
円
、
芦

青年部数万人を中心に、壮年部

婦人部も続々と救援活動に参加
兵庫県南部地震の被災地へ

兵
庫
漿
南
部
地
簗
か
ら
十
日
が

た
ち
、
被
災
地
で
は
懸
命
の
復
旧

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
創
価

学
会
（
秋
谷
栄
之
助
会
長
）
で
は

去
る
二
十
日
、
全
国
の
学
会
只
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
真
心
の
義
援
金
一

億
円
を
兵
庫
原
に
寄
託
し
た
の
に

続
き
、
二
十
五
日
に
は
被
災
地
へ

の
第
二
次
義
扱
金
の
寄
託
を
決

定
。
地
笈
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
神
戸
市
に
六
千
万
円
を
贈
る
こ

創価学会

迅
速
で

大
規
模

費
用
は
豊
山
派
が
負
担

四
国
霊
場
に
被
災
者
受
け
入
れ

救
援
活
動
を
展
開

輿
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
に
各
一

千
万
円
、
淡
路
島
の
北
淡
町
、

一

宮
町
に
各
百
万
円
の
義
扱
金
を
寄

託
し
た
。
こ
れ
で
創
価
学
会
が
寄

託
し
た
義
扱
金
は
計
二
億
三
千
二

ミ
も
賞
讃

百
万
円
と
な
っ
た
。

一
方
、
全
国
の
学
会
貝
か
ら
は

膨
大
な
数
の
救
扱
物
資
が
、
今
も

創
価
学
会
の
災
害
対
策
本
部
に
次

々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
物
資
は
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
イ
ク
・

自
転
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
船
な

ど
様
々
な
手
段
を
躯
使
し
て
、

一

刻
も
早
く
被
災
者
の
手
に
届
く
よ

ぅ
、
青
年
部
を
中
心
と
し
た
土
ポ

義
援
金
計
二
億
三
千
二
百
万
円
を

大
阪
港
か
ら
船
積
み
さ
れ
る
救
援
物
資

◇
…
真
言
宗
豊
山
派
…
◇

真
百
奮
山
派
（
吉
田
悛
誉
管
当
部
長
11杉
山
康
信
教
化
部
長
）

長
）
で
は
、
兵
血
県
南
部
地
霙
に
を
翌
山
派
宗
務
所
内
に
設
誼
し
、

よ
る
被
災
者
の
救
援
の
た
め
、
同
被
災
者
の
救
援
活
動
に
乗
り
だ
し

派
寺
繋
あ
る
爵
県
（
橋
委
た
。

二
郎
知
事
)
‘
室
戸
市
（
西
尾
恒
豊
山
派
の
寺
院
は
兵
庫
累
下
に

造
市
長
）
と
ク
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
は
一
ヵ
寺
も
な
い
た
め
、
大
き
な

兵
庫
累
南
郎
抱
震
被
災
者
救
援
被
災
を
受
け
た
寺
院
は
な
か
っ

（
受
け
入
れ
）
の
た
め
の
本
瓢
（
＊
た
。

＇
直
・
夏
賓

I
‘
星
•
山
蒙
で
は
、

I

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
ク
に
よ
っ
て
被
災

地
に
運
ぴ
込
ま
れ
た
。

あ
る
メ
ン
バ
ー
は
語
っ
た
。

「
『
真
っ
先
に
い
ち
ぱ
ん
困
っ
た

人
の
も
と
へ
』
、
~
学
会
で
教
え

ら
れ
た
籾
神
を
胸
に
、
暗
い
夜
迎

を
一
心
不
乱
に
走
り
続
け
ま
し

た」
こ
の
ク
学
会
精
神
ク
は
、
こ
れ

ま
で
国
内
外
で
発
生
し
た
す
ぺ
て

の
災
害
救
援
活
動
に
お
い
て
、
い

か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
き
た
。
今

回
の
創
価
学
会
の
迅
速
、
果
敢
な

対
応
は
そ
の
賜
で
あ
る
。

学
会
只
に
よ
っ
て
被
災
地
に
届

け
ら
れ
た
主
な
救
援
物
資
は
次
の

通
り
（
二
士

一
日
現
在
）
。

飲
料
水
二
十
二
万
本

（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
）
、
お
茶
十
一
万
本
（
同
）
、

お
に
ぎ
り
六
十
五
万
個
、
バ
ン
五

十
万
個
、
缶
詰
め
―
―-
+
―
万
個
、

携
帯
用
カ
イ
ロ
三
十
五
万
個
、
毛

布
七
万
五
千
枚
、
卓
上
用
コ
ン
ロ

三
万
五
千
個
、
電
池
二
万
三
千

個
、
紙
お
む
つ
四
万
人
分
、
粉
ミ

ル
ク
五
千
五
百
缶
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
七
万
五
千
個
、
ビ
ニ
ー

.l
 

,
 
．．
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ル
カ
ッ
パ
ニ
万
九
千
個
、
医
叙
品

二
万
五
百
ケ
ー
ス
な
ど
。

こ
れ
ら
の
物
資
が
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
ぺ
四
機
、
ト
ラ
ッ
ク
の
べ
千

二
百
二
十
台
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
の

ベ一
―
-
＋
箋
、
パ
イ
ク
の
べ

九
百

台
、
自
転
車
の
ぺ
千
三
百
五
十
台

犀

第

二
十
四
番
札
所
最
御
崎
け
入
れ
の
た
め
の
具
体
的
な
話
し

寺
（
島
田
信
雄
住
職
）
、
第
二
十
合
い
を
し
て
帰
京
、
践
山
派
宗
務

五
番
札
所
渾
照
寺
（
大
匹
苺
真
住
所
に
報
告
し
た
。

識
）
や
、
室
戸
市
の
国
立
室
戸
少
受
け
入
れ
期
間
は
、
被
災
地
の

年
自
然
の
家
で
、
こ
れ
ま
で
に
五
復
興
の
め
ど
が
つ
く
二
月
末
ぐ
ら

百
五
十
人
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
い
を
予
定
し
て
い
る
。

あ
る
高
知
限
、
室
戸
市
を
通
し
る
態
勢
を
整
え
、
最
終
的
に
は
千
被
災
者
の
受
け
入
れ
に
要
す
る

て
、
兵
邸
県
に
緊
急
的
措
隧
と
し
人
く
ら
い
ま
で
受
け
入
れ
た
い
意
費
用
（
宿
泊
費
）
は
典
山
派
（
総

て
被
災
者
の
受
け
入
れ
を
甲
し
出
向
で
あ
る
。
本
山
奈
良
長
谷
寺
）
が
負
担
す
る

た

。

二

十

＿

―

-

日

、

二

十

四

日

に

は

田

こ

と

に

な

り

、

現

在

約

一

億

円

を

室
戸
市
の
四
国
霊
場
第
二
土
ハ
代
弘
興
、
祖
翌
秀
両
宗
会
議
員
が
目
標
に
募
金
が
進
め
ら
れ
て
い

罹
耕
金
剛
頂
寺
の
坂
井
智
宏
住
東
京
か
ら
室
戸
市
に
飛
ん
で
、
西
る
。
な
お
、
患
山
派
で
は
福
祉
基

職
が
中
心
と
な
り
ヽ
通
称
・
室
戸
尾
室
戸
市
長
、
坂
井
住
臓
ら
と
打
金
か
ら
三
百
万
円
を
日
本
赤
十
字
一

畳
山
三
山
・
と
呼
称
さ
れ
る
金
剛
ち
合
わ
せ
を
行
な
い
、
被
災
者
受
を
通
し
て
被
災
地
に
お
く
っ
た
。

億
円
を
目
標
に
募
金
進
め
る

． 

県
の
ほ
か
六
市
一

一
町
に

海
外
の
マ
ス
コ

を
利
用
し
て
届
け
ら
れ
た
。

ま
た
窟
災
直
後
か
ら
派
造
さ
れ

た
創
価
学
会
の
救
急
医
療
班
は
二

士
百
ま
で
に
、
ド
ク
タ
ー
部
の

医
師
が
の
ペ
ニ
百
六
人
、
白
樺
会

・
グ
ル
ー
プ
の
看
護
婦
が
の
べ
四

百
九
十
人
に
達
し
た
。

救
急
医
療
班
は
兵
庫
県
内
の
小

・
中
学
校
等
の
避
難
所
で
訪
問
診

療
を
行
な
っ
て
い
る
。

秋
谷
会
長
ら
現
地
へ

創
価
学
会
の
災
害
対
策
本
部
長

を
務
め
る
秋
谷
会
長
は
二
十
四

日
、
坂
口
幾
代
婦
人
部
長
、
谷
川

佳
樹
両
年
部
長
ら
本
部
の
幹
部
と

と
も
に
被
災
地
を
訪
れ
、
神
戸
市

内
を
中
心
に
兵
庫
、
大
阪
の
各
地

で
被
災
者
を
全
力
で
激
励
し
た
。

ま
た
同
会
長
ら
は
現
地
の
災
苔
対

策
本
部
の
関
係
者
と
、
今
後
の
救

扱
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

隷
窃
砺
続
々
届
く
救
援
物
資

ヘリコプターやバイクも動員して

被災地に続々と届けられた救援物資

ず・

奢
星

戸ーt
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